
　

地
域
経
済
の
現
状
を
見
る
と
、
少
子

高
齢
化
に
伴
う
事
業
承
継
問
題
や
経
済

の
担
い
手
と
な
る
人
材
不
足
問
題
、
人

口
減
少
を
起
因
と
す
る
地
域
商
圏
の
縮

小
に
よ
る
経
済
の
停
滞
が
懸
念
さ
れ
て

お
り
、
当
市
に
お
い
て
も
看
過
で
き
な

い
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
「
革

進
」
の
下
、
地
域
経
済
の
問
題
解
決
に

取
り
組
み
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
円
滑
な

青
年
部
組
織
を
構
築
し
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
ま
ず
、
組
織
の
円
滑
な
運
営

と
活
性
化
を
目
指
す
と
同
時
に
、
各
事

業
委
員
会
と
の
連
携
を
ス
ム
ー
ズ
に
す

る
た
め
、
会
長
直
属
の
「
総
務
室
」
を

設
置
し
ま
す
。

　

事
業
と
し
て
は
、
港
湾
振
興
や
海
外

展
開
な
ど
を
視
野
に
入
れ
た
地
方
創

生
・
活
性
化
事
業
、
人
手
不
足
な
ど
の

雇
用
問
題
や
、
持
続
的
で
か
つ
発
展
的

な
経
営
対
策
に
資
す
る
事
業
、
広
域
的

な
交
流
や
情
報
を
活
用
す
る
広
域
連
携

事
業
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
街
づ
く
り
を

目
指
す
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
の
計
4
事

業
を
主
体
的
に
取
り
組
む
た
め
委
員
会

を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
０
年
に
は
商
工
会
議

所
青
年
部
第
18
回
全
国
サ
ッ
カ
ー
大
会

の
八
戸
大
会
開
催
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

我
々
は
大
会
の
成
功
に
向
け
て
全
員
で

行
動
し
、
開
催
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し

て
、
今
後
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
大
き
な

経
済
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る

事
業
を
立
案
し
、
実
行
に
移
す
た
め
の

検
討
の
期
間
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め
に
も
、

こ
れ
ま
で
沢
山
の
先
輩
方
が
築
い
て
き
た

文
化
や
熱
い
想
い
を
継
承
し
な
が
ら
、
商

工
会
議
所
青
年
部
の
指
針
に
基
づ
き
、

・
地
域
を
支
え
る
青
年
経
済
人
と
し
て

あ
る
べ
き
姿
と
は
何
か

・
こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
と
ど
う
向
き

合
う
べ
き
か

・
将
来
に
わ
た
っ
て
子
供
達
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
地
域
を
ど
う
築

く
べ
き
か

・
青
年
部
が
が
っ
ち
り
と
ス
ク
ラ
ム
を

組
み
新
た
な
時
代
を
突
き
進
む

を
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
全
員
と
共
に
考
え

な
が
ら
、
行
動
し
て
参
り
ま
す
。

　

次
年
度
会
長
予
定
者　

向
井　

誠
仁
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９
月
19
日
（
水
）、
八
戸
市
福
祉
公

民
館
に
お
い
て
臨
時
総
会
を
開
催
し
、

２
０
１
９・２
０
２
０
年
度
会
長
予
定
者
に
、

向
井
誠
仁
氏
（（
株
）
ジ
ー
ア
イ
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役
社
長
）
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
10
月
17
日
（
水
）、
八
戸
シ
ー

ガ
ル
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
か
れ

た
臨
時
総
会
で
は
、
２
０
１
９
年
度
事

業
計
画
骨
子
、
２
０
１
９
・
２
０
２
０

年
度
役
員
選
出
、
同
組
織
体
制
の
３
議

案
が
審
議
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
満
場
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
か
ら
八
戸
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
「
地
方

創
生
・
活
性
化
」「
経
営
対
策
」「
広

域
連
携
」「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
」
の
４

事
業
に
取
り
組
む
た
め
の
４
委
員
会

と
「
総
務
室
」
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た

２
０
２
０
年
に
開
か
れ
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
国

サ
ッ
カ
ー
大
会
の
実
行
委
員
会
も
設
け
、

全
会
員
で
対
応
し
諸
準
備
を
始
め
ま
す
。

　

次
年
度
会
長
や
組
織
体
制
も
決
ま
り
、

こ
れ
か
ら
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ
て
活

動
し
て
参
り
ま
す
。

総
務
・
活
性
化
委
員
会

委
員
長　
　

熊
谷　

勝
之

（
株
）
デ
ー
リ
ー
東
北
新
聞
社

青
年
部
だ
よ
り

ＹＥＧ

第 89号

伝統と革新
～アクションと結びつきが

伝承する方程式～

平成 30 年度 
八戸ＹＥＧスローガン

次
年
度
会
長
に
向
井
理
事
を
選
出

向
井
次
年
度
会
長
所
信

ス
ロ
ー
ガ
ン

　
革
進
そ
し
て
新
た
な
継
承
へ

　
～
学
び
、
継
承
し
、

持
続
す
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
へ
～
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次年度　役員名簿
No. 役　職 氏　名 事業所名 役　職
1 会 長 向　井　誠　仁 ( 株 ) ジーアイテック 代表取締役社長
2 直前会長 柏　崎　瑞　貴 ( 有 ) 華コーポレーション 代表取締役専務
3 副 会 長 岡　本　信　也 ( 株 ) アイティコワーク 取締役
4 〃 木　田　茂　雄 ( 有 ) サンキョウ企画 代表取締役
5 〃 島　守　英　樹 ( 株 ) 島守ダクト 代表取締役
6 〃 松　橋　里　実 ( 株 ) 松橋不動産 専務取締役
7 理 事 稲　塚　信　行 やまと鋳造工業 ( 株 ) 専務取締役
8 〃 大　川　慶　人 ( 株 ) 寿屋 専務取締役
9 〃 大　嶋　秀　樹 ( 株 ) ウイクトリア 営業部長
10 〃 金　山　明　弘 ( 有 ) 静岡屋 代表取締役
11 〃 木　村　美栄子 ( 株 ) エーアンドエム 代表取締役
12 〃 久　保　直　樹 ( 有 ) 久保工務店 専務取締役
13 〃 児　玉　淳一郎 ( 株 ) サン・ベンディング 代表取締役
14 〃 佐々木　晴　久 ( 株 ) 中長印刷 営業
15 〃 清　野　大　輔 清野社労士事務所 代表
16 〃 立　場　輝　栄 アダプティブ ( 株 ) チーフマネージャー
17 〃 田　中　健　悦 ノーザンライツ ( 株 ) 代表取締役
18 〃 田　村　哲　章 八戸印刷工業 ( 株 ) 代表取締役
19 〃 中　野　正　信 ( 有 ) やまはる 代表取締役
20 〃 中　村　知　行 ( 有 ) 中ペン塗装店 専務取締役
21 〃 藤　原　匡　教 青森朝日放送 ( 株 ) 営業
22 〃 間　山　健　一 ( 有 ) 八戸マイホームセンター 専務取締役
23 〃 三　上　　　斉 ( 株 ) エービッツ 所長代理
24 〃 村　松　　　環 ( 有 ) アビオ プランナー
25 〃 森　　　淑　乃 学職開発 ( 株 ) 代表取締役
26 〃 山　内　元　一 山和機器産業 ( 株 ) 代表取締役
27 監 事 大　館　一　法 ( 宗 ) 大慈寺 代表社員 ( 住職 )
28 〃 桑   原　冨美一 ( 同 ) 付加価値経営研究所 代表社員

　

９
月
８
日
（
土
）、
秋
田
県
大
仙
市

に
て
開
か
れ
た
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
秋

田
お
お
ま
が
り
大
会
に
、
メ
ン
バ
ー
22

名
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

現
地
到
着
時
は
あ
い
に
く
の
雨
。
記

念
式
典
で
は
、
次
年
度
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会

長
の
発
表
、
地
元
青
年
部
の
男
性
会
員

（
42
歳
）
に
よ
る
梵ぼ

ん
で
ん天
と
呼
ば
れ
る
厄

払
い
の
神
事
の
披
露
、
記
念
講
演
・
各
分

科
会
と
盛
り
沢
山
で
し
た
。

　

そ
し
て
待
ち
に
待
っ
た
大
懇
親
会
。
日

中
の
雨
が
嘘
の
様
に
晴
れ
渡
り
、
メ
イ
ン

会
場
の
雄
物
川
河
川
敷
に
て
、
東
北
各
地

東
北
ブ
ロ
ッ
ク

秋
田
お
お
ま
が
り
大
会
に
参
加

 

総   会

担 当
副会頭

河 村 忠 夫 監  事
大 館 一 法
桑 原 冨美一

役  員  会

 。応対で員会全、し置設を会部に毎業事はに会員委行実※

大会会長

実行委員長

副実行委員長

全国サッカー大会
実行委員会

副 会 長

松 橋 里 実 岡 本 信 也 島 守 英 樹 木 田 茂 雄

 直前会長 柏 崎 瑞 貴

会 長 向 井 誠 仁

委員長 立 場 輝 栄

地方創生・活性化
事業 委員会

経営対策事業 委員会 広域連携事業 委員会 スポーツ振興事業 委員会

地方創生・活性化
事業 担当

経営対策事業 担当 広域連携事業 担当 スポーツ振興事業 担当

委員長 間 山 健 一 委員長 森     淑 乃 委員長 清 野 大 輔
副委員長 金 山 明 弘 副委員長 木 村 美栄子 副委員長 大 川 慶 人 副委員長 稲 塚 信 行

〃 田 村 哲 章 〃 久 保 直 樹 〃 藤 原 匡 教 〃 大 嶋 秀 樹
〃 三 上     斉 〃 中 野 正 信 〃 村 松     環 〃 田 中 健 悦

〃 山 内 元 一

　

稲 塚 信 行、大 嶋 秀 樹、田 中 健 悦、山 内 元 一

木 田 茂 雄
立 場 輝 栄

室長

総 務 室

中 村 知 行
副室長 児 玉 淳一郎

〃 佐々木 晴 久

か
ら
集
ま
っ

た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン

バ
ー
が
夜
空

に
浮
か
ぶ
大

輪
の
花
の
下

で
友
好
を
深

め
合
い
ま
し

た
。
帰
路
は
、

東
北
新
幹
線

の
最
終
に
乗
車
す
る
為
に
、
フ
ィ
ナ
ー
レ

の
花
火
に
後
ろ
髪
引
か
れ
な
が
ら
会
場
を

後
に
し
ま
し
た
が
、
タ
イ
ト
な
日
程
で
も

充
実
し
た
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
し
た
。

総
務
・
活
性
化
委
員
会

副
委
員
長　

小
野
澤　

匡
洋

（
有
）
朝
日
堂

次年度　組織図
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９
月
15
日
（
土
）
第
３
回
役
員
会
・

第
１
回
臨
時
総
会
が
む
つ
市
に
て
開
催

さ
れ
、
次
年
度
県
連
会
長
と
し
て
、
む

つ
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
福
嶋
智
治
君
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
２
３
年
度
に
本

県
で
開
催
さ
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
は
、

む
つ
市
が
開
催
候
補
地
と
し
て
承
認
さ

れ
、
そ
の
他
の
人
事
案
も
全
て
承
認
と

な
り
、
２
０
１
９
年
度
に
向
け
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
む
つ
市
の
夜
景
を
眼

下
に
望
み
な
が
ら
料
理
を
食
し
、
趣
向

を
凝
ら
し
た
余
興
で
終
始
笑
い
の
絶
え

な
い
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
存
分
に

む
つ
の
魅
力
を
堪
能
し
て
参
り
ま
し
た
。

青
森
県
連
Ｙ
Ｅ
Ｇ

直
前
会
長　

中
村　

知
行

（
有
）
中
ペ
ン
塗
装
店

　

７
月
27
日
（
金
）、
28
日
（
土
）、
青
森

市
内
に
て
商
工
会
議
所
青
年
部
第
３
回
全

国
ゴ
ル
フ
大
会
青
森
大
会
が
開
か
れ
、
八
戸

Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
メ
ン
バ
ー
８
名
で
参
加
し
ま
し

た
。
ゴ
ル
フ
の
成
績
は
振
る
わ
な
か
っ
た
も
の

の
、
全
国
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
と
親
睦
を
深

め
、
大
規
模
大
会
の
運
営
を
目
の
当
た
り

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

今
後
の
八
戸
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
に
も
活
か
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

総
務
・
活
性
化
委
員
会

委
員　

児
玉　

淳
一
郎

（
株
）
サ
ン
・
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ

　

10
月
13
日
（
土
）、
Ａ
ラ
イ
ン
協
議
会
の

「
久
慈
地
方
産
業
ま
つ
り
」
出
展
事
業
に
、

八
戸
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
２
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
来
場
者
も
多
く
、

私
達
は
黒
石
風
焼
き
そ
ば
や
大
湊
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
コ
ロ
ッ
ケ
、
大
館
み
そ
付
け
た
ん
ぽ

の
販
売
を
手
伝
い
ま
し
た
。

　

１
日
目
終
了
後
の
懇
親
会
は
、
久
慈
Ｙ

Ｅ
Ｇ
会
長
が
経
営
す
る
居
酒
屋
で
の
開
催
。

２
年
前
の
８
月
に
台
風
10
号
で
被
災
し
た

商
店
街
に
近
く
、
夏
の
暑
い
日
に
復
旧
支

援
に
行
っ
た
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
各

地
の
出
向
メ
ン
バ
ー
と
交
流
し
ま
し
た
。

Ａ
ラ
イ
ン
協
議
会

委
員　

島
守　

英
樹

（
株
）
島
守
ダ
ク
ト

９
月
号
の
「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
フ
ラ
ッ
シ
ュ
」
内
に

記
事
を
掲
載
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

八
戸
港
カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
は
単
会
会
員

の
み
な
ら
ず
Ｏ
Ｂ
や
県
内
外
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

皆
様
と
交
流
で
き
る
大
切
な
事
業
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
情
報
発
信
に

努
め
て
、
社
会
や
地
域
に
対
し
Ｙ
Ｅ
Ｇ

の
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

み
な
と
創
生
委
員
会

委
員
長　

菊
地　

優
一
郎

（
株
）
吉
田
産
業
八
戸
支
店

　

７
月
22
日
（
日
）、
八
戸
港
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
に
て
当
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
共
催
に
よ
り

「
デ
ー
リ
ー
東
北
カ
ッ
プ
八
戸
港
カ
ッ
タ

ー
レ
ー
ス
２
０
１
８
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
は
荒
天
に
見
舞
わ
れ
た
た
め
２
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
県
内
外
か
ら
76

チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
大
会
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
当
Ｙ
Ｅ
Ｇ
５
委
員
会
の
ほ

か
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
、
白
河
、
十
和
田
、

弘
前
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
は
決
勝
に
は
残
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
当
み
な
と
創
生
委
員
会
Ａ
チ
ー
ム

が
４
位
と
な
り
、
何
と
か
共
催
団
体
と

し
て
の
面
目
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
総
務
広
報
委

員
会
の
方
々
も
取
材
に
来
て
い
た
だ
き
、

日
本
商
工
会
議
所
の
広
報
誌
「
石
垣
」

　

７
月
25
日
（
水
）
八
戸
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
に
て
、
み
ら
い
人
財
委
員
会
主
管
の

７
月
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、サ
ト
ー
カ
メ
ラ
（
株
）

代
表
取
締
役
専
務
・（
株
）
日
本
販
売

促
進
研
究
所
チ
ー
フ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
佐
藤
勝
人
氏
を
招
き
、「
繁
盛
を
生

み
出
す
ス
タ
ッ
フ
を
育
て
よ
う
！
」
と

題
し
て
、
必
要
と
さ
れ
る
人
材
の
育
て

方
に
つ
い
て
講
演
頂
き
ま
し
た
。

　

佐
藤
氏
か
ら
は
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な

語
り
口
の
中
に
、
自
ら
の
経
験
に
裏
打

ち
さ
れ
た
、
普
段
余
り
耳
に
し
な
い
よ

う
な
経
営
論
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今
回
の
定
例
会
で
は
残
念
な

報
告
が
あ
り
ま
す
。
委
員
会
で
余
興
を

準
備
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
諸
事
情
に

よ
り
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後

の
反
省
材
料
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
ら
い
人
財
委
員
会

委
員
長　

清
野　

大
輔

清
野
社
労
士
事
務
所

む
つ
市
で
県
連
臨
時
総
会

全
国
ゴ
ル
フ
大
会
に
参
加

カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
開
催

八戸港

Ａ
ラ
イ
ン
協
議
会

７
月
定
例
会
・
研
修
会
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10
月
17
日
（
水
）、
八
戸
シ
ー
ガ
ル

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
て
10
月
定
例
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、（
一
財
）
青
森
地
域

社
会
研
究
所
の
竹
内
紀
人
常
務
理
事
に

「
人
口
減
少
の
未
来
図
・
八
戸
編
」
と

題
し
て
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ど
の
企
業
も
課
題
と
し
て
掲
げ
て
い

る
人
口
減
少
と
い
う
問
題
を
、
色
々
な

デ
ー
タ
を
用
い
て
八
戸
市
や
青
森
県
の

将
来
像
と
し
て
解
説
頂
き
ま
し
た
。
具

体
的
な
数
字
に
落
と
し
込
む
こ
と
で
、

直
面
す
る
課
題
の
大
き
さ
を
更
に
実
感

で
き
ま
し
た
。

　

同
時
に
、「
全
世
代
の
労
働
力
率
を

向
上
さ
せ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
匹
敵
す
る

女
性
活
躍
社
会
を
実
現
で
き
れ
ば
労
働

力
人
口
の
減
少
を
カ
バ
ー
で
き
る
」
と
い

う
お
話
に
は
希
望
も
見
出
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
世
界
の
頂
点
で
は

な
く
、
地
域
に
密
着
し
た
仕
事
の
生
産

効
率
を
上
げ
、
ロ
ー
カ
ル
の
世
界
の
頂
点

を
目
指
す
べ
き
だ
」
と
い
う
お
話
を
頂
い

た
こ
と
は
、
今
後
に
お
け
る
自
分
の
仕
事

の
ヒ
ン
ト
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

竹
内
常
務
理
事
に
は
懇
親
会
に
も
ご

出
席
頂
き
、
研
修
会
に
引
き
続
き
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
分
析
の
手
法
な
ど
を
教

え
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
余
興
と
し

て
委
員
会
対
抗
形
式
の
温
泉
卓
球
大
会

災
害
時
の
心
構
え

　

９
月
５
日
、
別
団
体
の
会
議
で
札
幌

市
に
滞
在
中
、
早
朝
3
時
頃
に
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
に
被
災
し
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
会
議
な
ど
で
全

国
各
地
に
出
向
く
機
会
が
多
い
上
、
こ

れ
ま
で
も
東
日
本
大
地
震
を
始
め
台
風
、

大
雨
、
強
風
と
様
々
な
災
害
に
遭
っ
た
経

験
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
落
ち
着
い
て
、

情
報
収
集
と
安
全
確
保
を
優
先
に
し
て

行
動
し
ま
し
た
。

　

地
震
発
生
か
ら
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
、

札
幌
市
内
で
は
停
電
、
断
水
、
食
糧
不

足
に
見
舞
わ
れ
、
情
報
量
も
少
な
く
な
り
、

行
動
計
画
が
立
て
に
く
く
な
り
ま
し
た
が
、

色
々
な
方
に
助
け
ら
れ
て
無
事
ふ
る
さ
と
八

戸
に
帰
って
き
ま
し
た
。

　

今
回
も
仲
間
の
温
か
さ
が
身
に
染
み
ま

し
た
。
皆
様
も
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
等
で
各
地

を
訪
問
す
る
機
会
が
多
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
災
害
に
遭
遇
し
た
際
の
心
構
え
を
持

ち
、
準
備
に
心
掛
け
て
心
下
さ
い
。

八
戸
商
工
会
議
所
青
年
部

直
前
会
長　

葛
西　

慶
信

（
有
）
く
じ
ら
不
動
産

　

小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
と
し
た
企

業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ジ
ュ
ニ
ア
エ
コ

ノ
ミ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」
の
事
業
計
画
説
明

会
を
10
月
８
日
（
月
）、
八
戸
商
工
会

館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ジ
ュ
ニ
エ
コ
は
本
年
度
で
６
回
目
と

な
り
ま
す
。
今
回
は
４
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
チ
ー
ム

内
で
社
長
や

財
務
部
長
な

ど
の
役
職
を

決
定
。
こ
れ

ま
で
青
年
部

メ
ン
バ
ー
が

サ
ポ
ー
ト
し

て
、
商
品
の

原
価
と
付
加

価
値
か
ら
売
価
を
設
定
す
る
考
え
方
を

学
び
、
商
品
レ
シ
ピ
や
事
業
計
画
を
練

っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
勉
強
し
た
事
を
活

か
す
場
と
な
っ
た
事
業
計
画
説
明
会
で

は
、
始
め
に
青
年
部
メ
ン
バ
ー
が
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
や
帳
簿
の
付
け
方
、
商
品
Ｐ
Ｒ
の

方
法
を
講
義
。
そ
の
後
児
童
達
は
、
西

川
13
代
会
長
と
柏
崎
会
長
が
務
め
る

銀
行
役
か
ら
融
資
を
取
り
付
け
る
た

め
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
臨
み
ま
し
た
。

各
社
と
も
様
々
な
指
摘
を
受
け
て
複
数

回
の
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、
無
事
に
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

み
ら
い
人
材
委
員
会

委
員
長　

清
野　

大
輔

清
野
社
労
士
事
務
所

10
月
定
例
会
・
研
修
会
を
開
催
し
、
楽
し
く
交
流
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

み
な
と
創
生
委
員
会

委
員
長　

菊
地　

優
一
郎

（
株
）
吉
田
産
業
八
戸
支
店

　

次
年
度
会
長
に
向
井
理
事
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
実
は
、
私
が
八
戸
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に

入
会
し
て
最
初
に
名
刺
交
換
し
て
頂
い

た
方
で
す
。
そ
う
い
う
方
が
会
長
に
選

ば
れ
た
臨
時
総
会
で
自
分
は
司
会
を
務

め
、
更
に
は
こ
の
編
集
後
記
も
書
い
て
い

ま
す
。
こ
の
状
況
は
縁
と
し
か
言
い
よ
う

が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
青
年
部
活
動
の
醍

醐
味
で
も
あ
り
ま
す
。

　

青
年
部
の
中
で
多
く
の
人
が
様
々
な

縁
を
作
れ
ば
、
会
の
結
束
は
間
違
い
な

く
強
ま
り
ま
す
。

　

新
生
・
向
井
丸
の
船
出
で
す
。
会
員

の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
縁
を
増
や
し
、

縁
が
絆
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

総
務
・
活
性
化
委
員
会

委
員
長　

熊
谷　

勝
之

（
株
）
デ
ー
リ
ー
東
北
新
聞
社

編
集
後
記

ジ
ュ
ニ
エ
コ
事
業
計
画
説
明
会


